
１　総括１　総括１　総括１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）(1) 人件費の状況（普通会計決算）(1) 人件費の状況（普通会計決算）(1) 人件費の状況（普通会計決算）

 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

      ２　職員数は、平成26年4月1日現在の人数である。

　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

 (3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） (3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） (3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） (3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

 (４) 給与制度の総合的見直しの実施状況について (４) 給与制度の総合的見直しの実施状況について (４) 給与制度の総合的見直しの実施状況について (４) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

[ ]

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均2％の引下げ及び地域手当の支給割合の見直し等に取り
組むとされている。

①　給料表の見直し

実　施 未実施

　　　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その理由））

（給料表の改定実施時期）　　平成27年4月1日
（内容）　一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均1.8％引下げ。激変緩和のため、3年間（平成30年3月31日
まで）の経過措置（現給保障）を実施。他の給料表については、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。

（参考）中核市平均

一人当たり給与費

6,378千円

※　平成27年4月1日のラスパイレス指数が、①3年前に比べて1ポイント以上上昇している場合、②3年連続で上昇している場合、

経験年数階層や職員構成の変動によることが考えられるが、定員管理や昇給・昇任の適正化を実施し、改善に努める。

　　　③100を超えている場合について、その理由及び改善の見込み

2,009人H26年度 13,199,362千円

職員手当 　　計　　Ｂ

一人当たり

1,548,456千円 20,095,206千円

給与費 B/A期末・勤勉手当

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

342,832人

職員数

Ａ 給　 料

7,531,019千円

H26年度

区　　分

3,099,117千円 6,570千円2,569,226千円

　　　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

（参考）

115,024,402千円

平成25年度の人件費率Ｂ Ｂ／Ａ

17.1%17.5%

歳出額　

Ａ

住民基本台帳人口

（平成27年1月1日）
区　　分

大津市の給与・定員管理等について大津市の給与・定員管理等について大津市の給与・定員管理等について大津市の給与・定員管理等について

人件費率人件費
実質収支

    （注）１  ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成)を用いて

　　　　　　　学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

  　　　　３　平成24年及び平成25年は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定・臨時特例法による給与減額措置が無いとした場合の値である。

(H24.4.1)

101.9 (H24.4.1)

100.6 (H24.4.1)

98.8

(H25.4.1)

102.1 (H25.4.1)

100.1
(H25.4.1)

98.5

（H26.4.1)

102.2
（H26.4.1)

99.9 （H26.4.1)

98.6

(H27.4.1)

102.5
(H27.4.1)

100.1 (H27.4.1)

98.7

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

大津市 類似団体（中核市）平均 全国市平均
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 (５)特記事項 (５)特記事項 (５)特記事項 (５)特記事項

10%

10%

国基準による支給割合

　　管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成２７年４月１日　実施）

遡及改定後

10% 10% 10%

大津市の支給割合 10%

②　地域手当の見直し

10% 10%

③　その他の見直し内容

　　　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

（支給割合）　国基準10％に対し、大津市においても10％を支給。

平成26年度
の支給割合

平成27年度の支給割合

4月1日時点

見直し後の支給
割合

（Ｈ28.4.1）

（実施時期）　平成27年4月1日より実施。
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況２　職員の平均給与月額、初任給等の状況２　職員の平均給与月額、初任給等の状況２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２７年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円 円

　　　　②技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。(平成24～26年の3ヶ年平均)

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員(C)」及び「民間(D)」のデータは、それぞれの平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度に支給さ

　れた期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。

　　　　③医師・歯科医師職

円 円 円

円 円 円

　　　　④看護・保健職

円 円 円

円 円 円

-

2.356,517,799円

299,164

-

48.1歳

平均年齢

3,952,300円

3,730,800円

1.56

－

中核市平均

347,469円

滋賀県

43.1歳

376,750円

300,700円

2人

うち清掃職員

178人

344,378円

-

平均給料月額

－

-

42.0歳

1,076,836

53.8歳

区　　分

うち用務員

461,569

平均給与月額
（国比較ベース）

平均給与月額

684,974

－

平均給料月額

国

公務員(C)　

年収ベース(試算値)の比較

496,438

50人

378,888円

281人

328,318円

5,716,718円

区　　分

7,010,206円

－

46.3歳

375,831

53.3歳

52.8歳

うち学校給食員

うち学校給食員

大津市

332,281円

8,450,733円

大津市

うち自動車運転手

うち用務員

358,042円

4人54.5歳

中核市平均

大津市

国

41.8歳

中核市平均

滋賀県

区分

うち自動車運転手

52.7歳

12人

-

－

336,725

平均給与月額
(A)

78人

平均年齢

52.4歳

43.5歳

区分 平均給料月額

－

-

平均給与月額

(B)

323,570

平均年齢

大津市

滋賀県

408,996

平均給与月額

331,056

-

289,141円

348,483円

399,382円

平均給料月額

民間(D)

334,283

365,790円396,638円

330,859円

2.27

1.77

2,774,400円

-

区分 平均年齢

中核市平均 38.6歳

37.8歳大津市

滋賀県 －

国

-

C／D

3,667,600円

平均給与月額
（国比較ベース）

394,523円

289,500円

-

平均給与月額
(国比較ﾍﾞｰｽ)

職員数

409,679円

343,833円

540,844円

362,168円

476,918

412,871円

参　　考

A／B

調理士

民　　　　間

対応する民間の
類似職種

平均年齢

44.9歳

--

1.99

58.3歳

200,300円

1.3

-

1.48

-

267,300円42.9歳

-

-

－

平均給与月額
（国比較ベース）

-

-

自家用自動車運転者

353,178

－

329,494

－

408,908

-

306,778

平均給与月額

-

-

2.07

-

50.2歳 2,994人 - - -

261,100円

401,523

383,538

420,468

-

369,585

用務員

446,256

389,455円

447,700円

429,672円

公　　　務　　　員

640,628

-

参　　　考

43.5歳

うち清掃職員

国

54.6歳

1,024,020

廃棄物処理業従事員
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　　　　⑤福祉職

円 円 円

円 円

円 円 円

　　　　⑥消防職

円 円 円

円 円 円

　　　　⑦小・中学校（幼稚園）教育職

円 円

円 円

円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成２７年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当　　　　　 

　などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもの　　　　　 

　である。　　　　　 

　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を　

　除いたもの）で算出している。

 (2) 職員の初任給の状況（平成２７年４月１日現在） (2) 職員の初任給の状況（平成２７年４月１日現在） (2) 職員の初任給の状況（平成２７年４月１日現在） (2) 職員の初任給の状況（平成２７年４月１日現在）

円

円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円

円 円

円

円

円

円

円

 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２７年４月１日現在） (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２７年４月１日現在） (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２７年４月１日現在） (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２７年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

-

322,060

332,279 381,205

349,502

187,700

434,025

246,500

372,247

408,629

394,400

399,698

384,288

371,367

391,588

356,748

339,900

371,191

174,200

142,100

139,500

131,500

経験年数２０年

-

191,300

-

146,500

-

経験年数３０年

418,619

短　大　卒

大　学　卒

－

-

304,155

146,500

技能労務職

区　　　分 大津市 滋賀県

滋賀県

一般行政職

146,500

311,000

137,600

高　校　卒

174,200

大　学　卒

中核市平均

短　大　卒

高　校　卒

大　学　卒

180,800

中　学　卒

高　校　卒

大　学　卒

医師・歯科医師職 240,100

203,400

-

看護・保健職

消防職

福祉職

187,700

-

350,100271,744

499,325

技能労務職

大　学　卒

医師・歯科医師職

看護・保健職

高　校　卒

大　学　卒

-

179,300

159,200

335,800

417,082

－

374,787

－ －

346,231

平均給与月額

42.1歳

392,619

滋賀県 －

国

中核市平均

区分

平均給料月額

滋賀県

中核市平均

大津市

区分

39.2歳

平均年齢

39.5歳

大津市

区分 平均給与月額

大津市

－

39.3歳

38.8歳

39.3歳

平均年齢 平均給料月額

短　大　卒

222,850

大　学　卒

区　　　         分

一般行政職
270,000

経験年数１０年

教　育　職
(幼稚園)

高　校　卒

大　学　卒

短　大　卒

消防職

短　大　卒

289,709

403,855

392,727 414,836369,512

264,946

福祉職

短　大　卒 394,352361,920

国 42.3歳

361,822

高　校　卒

260,400

339,700

180,800 円

平均給与月額
（国比較ベース）

393,728

-

328,373

平均年齢

358,214

184,000 -大　学　卒

国

180,800

127,700

149,000

教　育　職
(幼稚園)

370,977

総合職

-

-

大　学　卒

経験年数２５年

229,629

39.8歳

-166,700

平均給与月額
（国比較ベース）

402,174

－

平均給料月額

－

292,581

平均給与月額

－

305,487

－－

305,149 439,186 374,213

－

－

円
一般職

-

350,391

-

318,304

264,680

319,500

386,728

346,008 375,200

553,000

382,544

400,385

342,600 415,515
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３　一般行政職の級別職員数等の状況３　一般行政職の級別職員数等の状況３　一般行政職の級別職員数等の状況３　一般行政職の級別職員数等の状況
　 (1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成２７年４月１日現在）(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成２７年４月１日現在）

（注）１　大津市一般職の職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

(2) 昇給への勤務成績の反映状況(2) 昇給への勤務成績の反映状況(2) 昇給への勤務成績の反映状況(2) 昇給への勤務成績の反映状況

20.0%

16.7%

293,500円

137,600円 240,300円

285,000円 390,700円

258,300円

347,700円

最高号給の給料月額

525,200円

378,700円

405,800円 466,300円

360,100円 442,600円

315,800円 407,900円

456,100円

10.9%

223,900円

　能力・業績に基づく人事評価制度については、平成18年度から試行を開始し、平成22年度以降は、本格導入している。人事評価
制度による勤務成績の結果の昇給への反映時期については、平成28年1月1日より反映を予定している。

0.5%１級

113人

３級

４級 係長の職務

主幹の職務

２級

６級

主任の職務 19.6%

5人

142,100円184人

課長補佐の職務

５級 207人

標準的な職務内容

17人部長の職務

主事、技師

1.6%

1号給の給料月額

173人

職員数

30人 2.9%

構成比

103人課長の職務

次長の職務

区　　分

８級

９級

７級

主事、技師 17.8%

10.0%

202人

１級

0.5%

１級

0.4%

１級

0.5%

２級

17.8%

２級

18.1%

２級

14.6%

３級

19.6%

３級

18.0%

３級

17.1%

４級

16.7%

４級

18.7%

４級

19.2%

５級

20.0%

５級

20.1%

５級

22.0%

６級

10.9%

６級

10.2%

６級

14.9%

７級

10.0%

７級

10.1%

７級

5.9%

８級

2.9%

８級

2.6%

８級

3.8%

９級

1.6%

９級

1.8%

９級

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年の構成比

１年前の構成比

５年前の構成比
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４　職員の手当の状況４　職員の手当の状況４　職員の手当の状況４　職員の手当の状況

 (1) 期末手当・勤勉手当(1) 期末手当・勤勉手当(1) 期末手当・勤勉手当(1) 期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（平成26年度普通会計） １人当たり平均支給額（平成26年度普通会計）

千円 千円

（平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合）

期末手当 期末手当 期末手当

月分 月分 月分 月分 月分 月分

（ 1.45 ） 月分 月分 （ 1.45 ） 月分 月分 （ 1.45 ） 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算 5～20％ 　・役職加算 5～20％ 　・役職加算 5～20％

　・管理職加算　　　　無し 　・管理職加算　　　　15％、20％ 　・管理職加算　　　　10％～25％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況(一般行政職)

(2) 退職手当（平成２７年４月１日現在）(2) 退職手当（平成２７年４月１日現在）(2) 退職手当（平成２７年４月１日現在）(2) 退職手当（平成２７年４月１日現在）

（支給率） （支給率）

勤続２０年 月分 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 月分 最高限度額 月分 月分

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（2～45％加算） （2～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に支給された平均額である。

 (3) 地域手当(3) 地域手当(3) 地域手当(3) 地域手当

（平成２７年４月１日現在）（平成２７年４月１日現在）（平成２７年４月１日現在）（平成２７年４月１日現在）

千円

円

％ 人 ％

％ 人 ％

％

％

49.59

地域手当補正後ラスパイレス指数 102.5

（ 0.70 ）

15.0

49.59 49.59

25.5562520.445

29.145

22,456

10.0

15.0医　　　師

大津市内

3

支給対象地域 支給対象職員数

（ラスパイレス指数） 102.5

（ 0.70 ）

大　　　　　津　　　　　市

国滋　　　　賀　　　　県

1,542 1,848

49.5949.59 49.59

　　　　　（補正前のラスパイレス指数×（1＋当該団体の地域手当支給率）／（1＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出。）

1,984

49.59

20.445

29.145 34.5825

49.59

34.5825

41.325

25.55625

自己都合 定　年応募認定

25.55625

　勤勉手当への勤務実績の反映については、平成26年12月期に管理職から導入を行い、平成27年12月期からは非管理職にも導
入する予定。

自己都合

その他の加算措置 その他の加算措置

支給率

24,4833,832

国の制度（支給率）

777,016支給実績（平成26年度普通会計決算）

386,768支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度普通会計決算）

勤勉手当

大　　　　　津　　　　　市

勤勉手当

1.50

勤勉手当

2.60

（ 0.70 ）

1.50 2.60

41.325

34.5825

2.60

10.0

　　　　  地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。

1.50

職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）　　地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、

－

応募認定・定年

国
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 (4) 特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）(4) 特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）(4) 特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）(4) 特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

市税、保険料その他徴収金の滞納処分による財産の差押
業務

手当の種類（手当数）　一般職員

88,527円

日額350円

(1)件数1,800円
(2)件数2,400円

エックス線その他の放射線を人体に照射する作業および放
射線管理区域内において放射線等を人体に照射するため
の補助作業

日額250円

件数400円

(1)死体解剖の補助作業
(2)死体の処置作業

日額260円

月額175,000円

左記職員に対する支給単価

用地取得交渉業務

当該業務に従事した職員

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成26年度普通会計）

医療技術の研究

夜間特殊業務手当

防疫作業手当

34,968千円

日額340円

22

災害応急作業等手当

特殊現場作業手当

毒物及び劇物取締法(昭和25年法律第303号)第2条第1項
及び第2項に規定する毒物及び劇物を使用して試験研究
若しくは検査の業務又は同条第3項に規定する特定毒物を
取り扱う作業

日額340円

(1)回数3,300円(4時間以上)
    回数2,900円(2時間以上4時間未満)

    回数2,000円(2時間未満）
(2)回数5,000円(7時間以上)
    回数2,500円(4時間以上7時間未満)

感染症もしくは結核の患者の看護もしくは救護または感染
症等の病原体に汚染された物件の処理作業

(1)件数1,200円
(2)件数600円

203

日額250円

(1)行旅病人の保護収容等
(2)行旅死亡人の処置

当該業務に従事した職員

社会福祉法第15条第4項(家庭訪問、面接、実地調査、指
導等）に規定する業務

当該業務に従事した職員

当該業務に従事した職員

死体解剖補助作業等手当

市民病院の病棟、ケアセンターお
おつに勤務する職員

毒物及び劇物取扱手当

医師研究等手当

(1)正規の勤務時間による勤務の一部または全部が深夜
(22時から翌朝5時)において行われる看護等の業務
(2)正規の勤務時間が年末年始の日(12月29日から翌年1
月3日まで)において行われる看護等の業務

清掃作業等手当

(1)一般廃棄物処理施設の処理施設内で行う設備等の点
検及び修繕作業
(2)廃棄物の収集、運搬、処分等で特に困難な清掃作業
(3)最終処分場の施設内における浸出水処理に係る作業

当該業務に従事した職員

放射線取扱手当

消防業務手当

用地取得交渉手当 当該業務に従事した職員

行旅病人等取扱手当

病理細菌の検出及び検査並びに検査器具等の処理作業病理検査手当

市民病院の病棟、ケアセンターお
おつに勤務する職員

当該業務に従事した職員

当該業務に従事した職員

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度普通会計決算）

感染症の病原体等に汚染された場所等の防疫作業

主な支給対象業務手当の名称

納税課、保険年金課等に勤務する
職員

夜間看護等手当

感染症患者救護等作業手当

市税等滞納処分手当

19.7%

結核・伝染病棟に勤務する職員

主な支給対象職員

医師、歯科医師

当該業務に従事した職員

社会福祉業務手当 福祉事務所の職員

消防職員

当該業務に従事した職員緊急時呼出手当

(1)日額340円
(2)日額230円

精神保健等業務手当

(1)予防注射、検診、捕獲又は薬殺の作業
(2)犬又はねこの引取り作業野犬等の収容に係る捕獲作業

動物死体収集作業手当

狂犬病予防等作業手当

(1)ｱ 件数500円(深夜750円)
    ｲ 件数200円(深夜300円)

(2)ｱ 件数300円(深夜450円)
    ｲ 件数200円(深夜300円)

(3)件数300円

(4)件数220円

日額300円当該業務に従事した職員

支給実績（平成26年度普通会計決算）

正規の勤務時間による勤務の一部または全部が深夜(22時
から翌朝5時)において行われる業務

待機表に基づきあらかじめ定められた日に待機を命ぜられ
ている職員が、勤務を要しない日または時間において、緊
急業務のため呼び出され指定された業務に従事した場合

(1)　精神障害者の調査、診察の立会い、入院措置、訪問
指導等の業務
(2)　結核患者の家庭訪問指導の業務

(1)　有害鳥獣の殺処分の作業
(2)　殺処分した有害鳥獣の死体の処理作業
(3)　有害鳥獣の放獣作業

当該業務に従事した職員

(1)日額300円
(2)日額500円(5時間以上)
    日額300円(5時間未満)
(3)日額1,000円(5時間以上)
    日額600円(5時間未満)

(1)日額220円

(2)日額220円

(3)日額300円(深夜450円)

(1)地上または水面上10メートル以上の足場の不安定な箇
所で行う作業
(2)公害に関する化学検査、研究等に伴う特に困難または
危険な作業
(3)道路法第46条第1項の規定に基づき、通行禁止に必要
な通行車両の誘導等の作業

(1)日額480円(日没720円)

(2)日額730円(日没1,095円)

(3)日額730円(日没1,095円)

(1)異常な自然現象により重大な災害が発生し、または発生
するおそれがある現場において行う巡回監視
(2)異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所また
は発生するおそれの著しい箇所で行う応急作業または応
急作業のための 災害状況の調査
(3)異常な自然現象もしくは大規模な事故により重大 な災
害が発生した箇所またはその周辺において行う遭難救助

日額200円

当該業務に従事した職員

消防職員

当該業務に従事した職員

(1)救急現場での救急業務
  ｱ 救急救命士が、救急現場に出動し、救急救命処置を
行った場合
  ｲ 救急現場に出動し、救急業務を行った場合
(2)火災現場等での消火作業または救助活動
  ｱ 消防用車両または消防艇を運転して火災現場等へ出
動し、機関員の業務を行った場合
  ｲ 火災現場等へ出動し、消火作業または救助活動を行っ
た場合
(3)潜水器具を着用の上潜水して行う水難救助活動もしくは
捜索活動またはそれらの訓練
(4)地上または水面上10メートル以上の足場の不安定な箇
所で行う消火作業もしくは救助活動またはそれらの訓練

ほ乳類に属する動物の死体の収集作業

314

2,706

11,051

57

有害鳥獣駆除作業等当

回数400円

回数300円(深夜500円)

日額300円

1件あたり
(1)大型獣2,000円、獣医師による薬殺
処分500円、その他1,000円
(2)大型獣500円、その他300円
(3)300円、特に危険な作業1,000円

4

59

1

629

6,300

261

14

支給実績
（平成２６年度決算）

646

193

26

12,152
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千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

(注)   各手当は一般職員と名称が重複するものである。

 (5) 時間外勤務手当(5) 時間外勤務手当(5) 時間外勤務手当(5) 時間外勤務手当

千円

円

千円

円

 (6) その他の手当（平成２７年４月１日現在） (6) その他の手当（平成２７年４月１日現在） (6) その他の手当（平成２７年４月１日現在） (6) その他の手当（平成２７年４月１日現在）

49,611円

同じ

893千円

31,654千円

(1)感染症防疫作業に従事した場合

一般の宿日直
  4,200円

80,949千円祝日、年末年始の休日に勤務する場合（時間単価×135/100）

手当の種類（手当数）　　技能労務職員

(1)日額　500円(５時間以上)
    日額　300円(３時間以上５時間未満)

(２)日額　500円(５時間以上)
    日額　300円(３時間以上5時間未満)

道路法(昭和27年法律第180号)第46条第1項(第2号を除
く。)の規定に基づき道路の通行を禁止した区間内におい
て、通行車両の有無の確認及び誘導、放置車両の引出し
並びに通行車両に対する迂回路の指示等に従事した職員

日額300円（深夜450円）

主な支給対象業務主な支給対象職員

56,450円

日額300円

日額300円

348,670円

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

回数300円(深夜500円)

857,388円

（平成26年度普通会計決算）

・交通用具利用者
すべての交通用具利用
者に対して、
2,000円から31,600円ま
で距離に応じ13段階に
手当額を設定

災害応急作業等手当

夜間勤務手当 正規の勤務時間に深夜に勤務する場合（時間単価×25/100）

宿日直手当

管理職手当

下記の基準により定額を支給（行政職給料表適用者の場合）
・職務の級、9級に属する部長　118，400円
・職務の級、8級に属する次長　  96，900円
・職務の級、7級に属する課長　  79，500円
・職務の級、6級に属する課長補佐　  61，900円

・交通機関利用者
　6ヶ月定期券の価額を支給

・交通用具利用者
【自動車】3,900円から32,800円まで距離に応じ16段階
　に手当額を設定

 【バイク等】2,500円から16,600円まで距離に応じ7段階
　に手当額を設定

一般の宿日直  7,900円
医師の宿日直  20,000円

日額　340円

右記に勤務する職員

(1)ごみ減量推進課または環境美化センターに勤務し、廃
棄物の収集、運搬、処分等で特に困難な清掃作業に従事
した場合
(2)水再生センターに勤務し、特に困難な下水の終末処理
作業に従事した場合

異なる

117,153千円

同じ

384,967千円

異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所又は発
生するおそれの著しい箇所で行う応急作業又は応急作業
のための災害状況の調査に従事した職員

職員１人当たり平均支給年額（平成26年度普通会計決算）

日額730円（日没1,095）

清掃作業等手当

当該業務に従事した職員

管理職員に特別調整
額を支給

待機表に基づきあらかじめ定められた日に待機を命じられ
ている職員が、勤務を要しない日または時間において、緊
急業務のため呼び出され、あらかじめ指定された業務に従
事した場合

当該業務に従事した職員

毒物及び劇物取締法(昭和25年法律第303号)第2条第1項
及び第2項に規定する毒物及び劇物を使用して試験研究
若しくは検査の業務又は同条第3項に規定する特定毒物を
取り扱う作業

管理職員の特別調整
額の区分に応じて支給 　　　　千円

異なる

同じ

異なる

142,041円

特殊現場作業手当

　　　　制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、教育教員等、

日額260円8

685,955支給実績（平成26年度普通会計決算）

・借家
(最高限度額)
27,000円
・持ち家　制度なし

住居手当

異なる通勤手当

ほ乳類に属する動物の死体の収集作業

234,226千円

平均支給年額

8

支給実績（平成25年度普通会計決算）

支給職員１人当たり

当該業務に従事した職員

(1)予防注射、検診、捕獲又は薬殺の作業
(2)犬又はねこの引取り作業野犬等の収容に係る捕獲作業

755,187

職員１人当たり平均支給年額（平成25年度普通会計決算）

狂犬病予防等作業手当

毒物及び劇物取扱手当

手　当　名

当該業務に従事した職員

管理職特別
勤務手当

休日勤務手当

扶養手当

当該業務に従事した職員

217,277千円

537,117

当該業務に従事した職員

内容及び支給単価

異なる

245,788円

478,351

管理職員の臨時・緊急の必要等による週休日等の勤務又は週休
日等以外の日の深夜の勤務１回につき、下記の区分により支給
（行政職給料表適用者の場合）
週休日等
・部長相当職　10,000円　　　　・次長相当職　  8,500円
・課長相当職　  7,000円　　　　・課長補佐相当職　  6,000円
週休日等以外の日の深夜
・部長相当職　　5,000円　　　　・次長相当職　  4,300円
・課長相当職　  3,500円　　　　・課長補佐相当職　  3,000円

・配偶者  13,000円
・配偶者以外の扶養親族1人につき　6,500円
・配偶者のない職員の扶養親族の内１人目　11,000円
・１６歳から２２歳までの子についての加算　5,000円

緊急時呼出手当

当該業務に従事した職員動物死体収集作業手当

防疫作業手当

・借家(最高限度額)　　30,000円

手当の名称
支給実績

（平成２６年度決算）

344

　　　　円

支給実績
（平成26年度普通会計決算）

左記職員に対する支給単価

120,817円
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５　特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）５　特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）５　特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）５　特別職の報酬等の状況（平成２７年４月１日現在）

円／ 円

円／ 円

円／ 円

円／ 円

円／ 円

　　（算定方式） （１期の手当額） 　（支給時期）

10,650,240　（21,300,480） 円 　　任期毎

円 〃

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。

588,000

（参考）類似団体（中核市）における最高／最低額

862,914 (897,000)円 748,600

給
料

議 長

市 長

副 市 長

3.10月分

992, 784 (1,032,000)円

657,000円

850,000

　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、4月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合におけ

3.10月分副 市 長

議 員

副 市 長

報
酬

510,000

827,000

1,180,000

給　　　　　料　　　　　月　　　　　額　　　　　等

議 員

議 長

副 議 長

　　（平成26年度支給割合）

区　　　　　　　分

960,000

897,000×在職月数×38/100

　　　　　る退職手当の見込額である。

748,000

563,000円 700,000

市 長

　　（平成26年度支給割合）

市 長

期
末
手
当

611,000円副 議 長

退
職
手
当

529,000

1,032,000×在職月数×43/100

12,270,960　（16,361,280）
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６　職員数の状況６　職員数の状況６　職員数の状況６　職員数の状況

　(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

 

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（中核市の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（中核市の人口1万人当たり職員数 人）

 

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

(2) 年齢別職員構成の状況（平成２７年４月１日現在）(2) 年齢別職員構成の状況（平成２７年４月１日現在）(2) 年齢別職員構成の状況（平成２７年４月１日現在）(2) 年齢別職員構成の状況（平成２７年４月１日現在）

　

(3)職員数の推移(3)職員数の推移(3)職員数の推移(3)職員数の推移

１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

２　合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体の合計職員数。

3,007

10 （+1.0%）

3,024 -13 （-0.4%）

1,375 7 （+0.5%）

27年

（注）

総合計 3,037 3,006 3,008

公営企業等会計計 1,015 1,000 1,008 1,007 1,027

3,047

1,025

（+6.3%）

普通会計計 2,022 2,006 2,000 2,000 2,020 1,999 -23 （-1.2%）

-49 （-13.9%）

319 19

305

消防 300 305 310 316 321

教育 354 348 346 331 321

一般行政 1,368 1,353 1,344 1,353 1,378

　　　　　年度
部門別

22年 23年 24年 25年 26年
過去5年間
の増減数（率）

360人 325人 285人 262人

（単位：人・％）

33人 3,024人

以上

職員数 3人 97人 298人 346人 300人

59歳

～ ～ ～

348人 367人

39歳 43歳 47歳未満 23歳 27歳 31歳 35歳 55歳51歳

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

計

40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳20歳 20歳 24歳 28歳 32歳

合　　計 3,047 3,024

36歳

区　分

-23 ＜参考＞

[   3,096 ］ [   3,096 ］ [  0  ］ 88.42

-2

-1 　

その他 206 203 -3

67

小　計 1,027 1,025

5 業務増等

水   道 111 108 -3

 61.12

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

病   院 642 647

下水道 68

＜参考＞

小　計 2,020 1,999 -21 58.31

教育部門 321 305 -16

43.64

退職者不補充

消防部門 321 319 -2 　

＜参考＞

計 1,378 1,375 -3 40.11

衛 生 251 243 -8

220 0

民 生 427 431 4 業務増等

土 木 220

28 -2

商 工 23 25 2

農 林 水 産 30

93 0

労 働 2 2 0

税 務 93

318 1

議 会 15 015

総 務

平成26年 平成27年

対前年
増減数

主な増減理由

事務の統廃合等

317

　　　　　　　　区　　分
部　　門

職 員 数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

0

2

4

6

8

10

12

14

構成比

５年前の構成比

％
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７　公営企業職員の状況７　公営企業職員の状況７　公営企業職員の状況７　公営企業職員の状況

　(1)　水道事業(1)　水道事業(1)　水道事業(1)　水道事業

  　① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況

 　ア　決算

（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費178,181千円を含まない。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、平成27年3月31日現在の人数である。

 　イ　特記事項

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）

円 円

円 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況

 ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算 5～20％ 　・役職加算 5～20％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（平成２７年４月１日現在）

（支給率） （支給率）

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（2～45％加算） （2～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

千円 千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に支給された平均額である。

（平成２７年４月１日現在）

千円

円

％ 人 ％

区分
総費用 純損益又は

実質収支

職員給与費
総費用に占める

職員給与費比率 平成25年度の総費用に

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 占める職員給与費比率

H26年度 5,496,606千円 1,006,835千円 823,932千円 15.0% 17.5%

区　　分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）市町村平均

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A 一人当たり給与費

H26年度 112人 472,032千円 182,639千円 211,969千円 866,640千円 7,738千円
千円

6,219

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

大　　　津　　　市 45.7歳 399,863 500,995

市町村平均 44.9歳 348,021 517,229

事　　　業　　　者 － －

大津市（水道事業） 大津市（一般行政職）

１人当たり平均支給額（平成26年度） １人当たり平均支給額（平成26年度）

1,893 1,542

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.60 1.50 2.60 1.50

（ 1.45 ） （ 0.70 ） （ 1.45 ） （ 0.70 ）

勤続２０年 20.445 25.55625 25.55625

大津市（水道事業）

自己都合 応募認定 定　年

勤続３５年 41.325 49.59 49.59

勤続２５年 29.145 34.5825 34.5825

最高限度額 49.59 49.59 49.59

29.145勤続２５年

41.325勤続３５年

49.59最高限度額

その他の加算措置 その他の加算措置

5,721 千円 5,721 千円 6,742 3,832 千円 24,483 千円 22,456

ウ　　地域手当

支給実績（平成26年度決算） 49,161

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 438,938

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

大津市内 10.0 108 10.0

34.5825

49.5949.59

49.5949.59

34.5825

大津市（一般行政職）

定　年応募認定自己都合

20.445勤続２０年 25.5562525.55625
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エ　特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）１  時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

支給実績（平成26年度決算） 738千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 18,450円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成26年度） 35.7%

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成26年度決算）
左記職員に対する支給単価

緊急自動車運転手当 当該業務に従事した職員 緊急出動を命ぜられ、緊急自動車を運転する業務 0千円 回数　100円

特定業務手当 当該業務に従事した職員 水道、ガスの活管において、特定の作業を行う業務 0千円
日額　350円
(深夜）525円

毒物及び劇物取扱手当 当該業務に従事した職員

毒物及び劇物取締法(昭和25年法律第303号)第2条第1項
及び第2項に規定する毒物及び劇物を使用して試験研究
若しくは検査の業務又は同条第3項に規定する特定毒物を
取り扱う作業

49千円 日額　260円

終末処理作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）終末処理施設内で行う設備等の点検及び修繕作業

0千円

（1）日額　300円

（2）下水の終末処理作業又は下水道の管渠の清掃作業
（2）日額　500円（5時間以上）
　　日額　300円
　　　（3時間以上5時間未満）

特殊現場作業手当 当該業務に従事した職員

（1）地上10メートル以上の足場の不安定な箇所で行う業務

221千円

（1）日額　220円

（2）交通を遮断することなく行う、水道、ガスの作業、調査
業務

（2）日額　300円
　　(深夜）450円

（3）水質調査業務のため、湖上で行う水質検査業務 （3）日額　220円

緊急時応急作業手当 当該業務に従事した職員
水道施設の異常時において、水道給水に重大な支障が発
生した場合若しくは発生する恐れのある場合に行う応急作
業業務

1千円
日額　350円
(深夜）525円

災害応急作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）異常な自然現象により重大な災害が発生し、又は発生
するおそれがある現場において行う巡回監視業務

47千円

（1）日額　480円

（2）異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所又は
発生するおそれの著しい箇所で行う応急作業又は応急作
業のための災害状況の調査業務

（2）日額　730円

（3）異常な自然現象若しくは大規模な事故により重大な災
害が発生した箇所又はその周辺において行う遭難救助業
務

（3）日額　730円
※日没時から日出時までの間に従
事した場合、上記の各単価に100
分の50を加算

緊急時呼出手当 当該業務に従事した職員
特定業務遂行のために、正規の勤務時間以外で、深夜、
休日、週休日等に待機表に基づき待機して呼出されて
行った業務

0千円
日額　300円
(深夜）500円

用地取得交渉手当 当該業務に従事した職員 用地取得交渉業務 11千円 日額　200円

夜間特殊業務等手当 当該業務に従事した職員

（1）正規の勤務のため、勤務時間の一部又は全部が深夜
において行われる業務

749千円

（1）回数　400円

（2）正規の勤務時間が年末年始の日において行われる業
務（勤務時間が7時間以上のときに限る）

（2）回数　5,000円

支給実績（平成26年度決算） 52,202

職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 705

支給実績（平成25年度決算） 68,198

職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 812

（注）２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、

　　　  　制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。
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カ　その他の手当（平成２７年４月１日現在）  

異なる内容 （平成26年度決算）
手　当　名 内容及び支給単価

19,213千円 252,803円

一般行政職 一般行政職
支給実績

（平成26年度決算）

支給職員１人当たり
の制度との の制度と 平均支給年額
異　　　同

同じ

扶養手当

・配偶者  13,000円
・配偶者以外の扶養親族1人につき　6,500円
・配偶者のない職員の扶養親族の内１人目　11,000円
・１６歳から２２歳までの子についての加算　5,000円

同じ

8,518千円 354,917円

通勤手当

・交通機関利用者
　6ヶ月定期券の価額を支給

・交通用具利用者
【自動車】3,900円から32,800円まで距離に応じ16段階
　に手当額を設定

 【バイク等】2,500円から16,600円まで距離に応じ7段階
　に手当額を設定

同じ 16,433千円 164,330円

住居手当 ・借家(最高限度額)　　30,000円

管理職手当

下記の基準により定額を支給
・職務の級、9級に属する部長　118，400円
・職務の級、8級に属する次長　  96，900円
・職務の級、7級に属する課長　  79，500円
・職務の級、6級に属する課長補佐　  61，900円

同じ 32,611千円 959,147円

宿日直手当 一般の宿日直  7,900円 同じ 0千円 0円

夜間勤務手当 正規の勤務時間に深夜に勤務する場合（時間単価×25/100） 同じ 3,763千円 250,867円

管理職員
特別勤務手当

管理職員の臨時・緊急の必要等による週休日等の勤務又は週休
日等以外の日の深夜の勤務１回につき、下記の区分により支給
（行政職給料表適用者の場合）
週休日等
・部長相当職　10,000円　　　　・次長相当職　  8,500円
・課長相当職　  7,000円　　　　・課長補佐相当職　  6,000円
週休日等以外の日の深夜
・部長相当職　　5,000円　　　　・次長相当職　  4,300円
・課長相当職　  3,500円　　　　・課長補佐相当職　  3,000円

同じ 0千円 0円

13



　(2)　下水道事業(2)　下水道事業(2)　下水道事業(2)　下水道事業

  　① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況

 　ア　決算

（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費199,300千円を含まない。

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
      ２　職員数は、平成27年3月31日現在の人数である。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）

円 円

円 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況

 ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算 5～20％ 　・役職加算 5～20％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（平成２７年４月１日現在）

（支給率） （支給率）

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（2～45％加算） （2～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

千円 千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に支給された平均額である。

（平成２７年４月１日現在）

千円

円

％ 人 ％

区分
総費用 純損益又は

実質収支

職員給与費
総費用に占める

職員給与費比率 平成25年度の総費用に

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 占める職員給与費比率

H26年度 9,224,982千円 1,474,724千円 492,508千円 5.3% 4.5%

区　　分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）市町村平均

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A 一人当たり給与費

H26年度 68人 287,501千円 99,166千円 133,021千円 519,688千円 7,642千円
千円

6,190

 　イ　特記事項

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

大　　　津　　　市 45.3歳 401,018 500,294

市町村平均 43.9歳 346,189 515,436

事　　　業　　　者 － －

大津市（下水道事業） 大津市（一般行政職）

１人当たり平均支給額（平成26年度） １人当たり平均支給額（平成26年度）

1,956 1,542

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.60 1.50 2.60 1.50

（ 1.45 ） （ 0.70 ） （ 1.45 ） （ 0.70 ）

大津市（下水道事業） 大津市（一般行政職）

自己都合 応募認定 定　年 自己都合 応募認定 定　年

勤続２０年 20.445 25.55625 25.55625 勤続２０年 20.445 25.55625 25.55625

勤続２５年 29.145 34.5825 34.5825 勤続２５年 29.145 34.5825 34.5825

勤続３５年 41.325 49.59 49.59 勤続３５年 41.325 49.59 49.59

最高限度額 49.59 49.59 49.59 最高限度額 49.59 49.59 49.59

その他の加算措置 その他の加算措置

616 千円 616 千円 721 3,832 千円 24,483 千円 22,456

ウ　　地域手当

支給実績（平成26年度決算） 30,043

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 441,809

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

大津市内 10.0 67 10.0
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エ　特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）１  時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

支給実績（平成26年度決算） 0千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 0円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成26年度） 0.0%

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成２６年度決算）
左記職員に対する支給単価

緊急自動車運転手当 当該業務に従事した職員 緊急出動を命ぜられ、緊急自動車を運転する業務 0千円 回数　100円

特定業務手当 当該業務に従事した職員 水道、ガスの活管において、特定の作業を行う業務 0千円
日額　350円
(深夜）525円

毒物及び劇物取扱手当 当該業務に従事した職員

毒物及び劇物取締法(昭和25年法律第303号)第2条第1項
及び第2項に規定する毒物及び劇物を使用して試験研究
若しくは検査の業務又は同条第3項に規定する特定毒物を
取り扱う作業

0千円 日額　260円

終末処理作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）終末処理施設内で行う設備等の点検及び修繕作業

0千円

（1）日額　300円

（2）下水の終末処理作業又は下水道の管渠の清掃作業
（2）日額　500円（5時間以上）
　　日額　300円
　　　（3時間以上5時間未満）

特殊現場作業手当 当該業務に従事した職員

（1）地上10メートル以上の足場の不安定な箇所で行う業務

0千円

（1）日額　220円

（2）交通を遮断することなく行う、水道、ガスの作業、調査
業務

（2）日額　300円
　　(深夜）450円

（3）水質調査業務のため、湖上で行う水質検査業務 （3）日額　220円

緊急時応急作業手当 当該業務に従事した職員
水道施設の異常時において、水道給水に重大な支障が発
生した場合若しくは発生する恐れのある場合に行う応急作
業業務

0千円
日額　350円
(深夜）525円

災害応急作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）異常な自然現象により重大な災害が発生し、又は発生
するおそれがある現場において行う巡回監視業務

0千円

（1）日額　480円

（2）異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所又は
発生するおそれの著しい箇所で行う応急作業又は応急作
業のための災害状況の調査業務

（2）日額　730円

（3）異常な自然現象若しくは大規模な事故により重大な災
害が発生した箇所又はその周辺において行う遭難救助業
務

（3）日額　730円
※日没時から日出時までの間に従
事した場合、上記の各単価に100
分の50を加算

緊急時呼出手当 当該業務に従事した職員
特定業務遂行のために、正規の勤務時間以外で、深夜、
休日、週休日等に待機表に基づき待機して呼出されて
行った業務

0千円
日額　300円
(深夜）500円

用地取得交渉手当 当該業務に従事した職員 用地取得交渉業務 0千円 日額　200円

夜間特殊業務等手当 当該業務に従事した職員

（1）正規の勤務のため、勤務時間の一部又は全部が深夜
において行われる業務

0千円

（1）回数　400円

（2）正規の勤務時間が年末年始の日において行われる業
務（勤務時間が7時間以上のときに限る）

（2）回数　5,000円

支給実績（平成26年度決算） 23,533

職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 547

支給実績（平成25年度決算） 24,023

職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 649

（注）２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、

　　　  　制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。
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カ　その他の手当（平成２７年４月１日現在）  

異なる内容 （平成26年度決算）
手　当　名 内容及び支給単価

12,147千円 347,057円

一般行政職 一般行政職
支給実績

（平成26年度決算）

支給職員１人当たり
の制度との の制度と 平均支給年額
異　　　同

同じ

扶養手当

・配偶者  13,000円
・配偶者以外の扶養親族1人につき　6,500円
・配偶者のない職員の扶養親族の内１人目　11,000円
・１６歳から２２歳までの子についての加算　5,000円

同じ

3,296千円 470,857円

通勤手当

・交通機関利用者
　6ヶ月定期券の価額を支給

・交通用具利用者
【自動車】3,900円から32,800円まで距離に応じ16段階
　に手当額を設定

 【バイク等】2,500円から16,600円まで距離に応じ7段階
　に手当額を設定

同じ 9,281千円 181,980円

住居手当 ・借家(最高限度額)　　30,000円

管理職手当

下記の基準により定額を支給
・職務の級、9級に属する部長　118，400円
・職務の級、8級に属する次長　  96，900円
・職務の級、7級に属する課長　  79，500円
・職務の級、6級に属する課長補佐　  61，900円

同じ 20,866千円 1,098,211円

宿日直手当 一般の宿日直  7,900円 同じ 0千円 0円

管理職員
特別勤務手当

管理職員の臨時・緊急の必要等による週休日等の勤務又は週休
日等以外の日の深夜の勤務１回につき、下記の区分により支給
（行政職給料表適用者の場合）
週休日等
・部長相当職　10,000円　　　　・次長相当職　  8,500円
・課長相当職　  7,000円　　　　・課長補佐相当職　  6,000円
週休日等以外の日の深夜
・部長相当職　　5,000円　　　　・次長相当職　  4,300円
・課長相当職　  3,500円　　　　・課長補佐相当職　  3,000円

同じ 0千円 0円
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 (3)　ガス事業(3)　ガス事業(3)　ガス事業(3)　ガス事業

  　① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況① 職員給与費の状況

 　ア　決算

（参考）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

      ２　職員数は、平成27年3月31日現在の人数である。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成２７年４月１日現在）

円 円

円 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況③ 職員の手当の状況
 ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成26年度支給割合） （平成26年度支給割合）

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算 5～20％ 　・役職加算 5～20％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（平成２７年４月１日現在）

（支給率） （支給率）

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（2～45％加算） （2～45％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 １人当たり平均支給額　　　　

千円 千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成26年度に退職した職員に支給された平均額である。

（平成２７年４月１日現在）

千円

円

％ 人 ％

区分
総費用 純損益又は

実質収支

職員給与費
総費用に占める

職員給与費比率 平成25年度の総費用に

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 占める職員給与費比率

H26年度 14,167,451千円 1,460,755千円 941,750千円 6.6% 6.0%

区　　分
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）市町村平均

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A 一人当たり給与費

H26年度 102人 433,219千円 154,476千円 182,485千円 770,180千円 7,551千円
千円

6,485

 　イ　特記事項

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

大　　　津　　　市 44.6歳 393,622 484,227

市町村平均 44.0歳 355,591 536,750

事　　　業　　　者 － －

大津市（ガス事業） 大津市（一般行政職）

１人当たり平均支給額（平成26年度） １人当たり平均支給額（平成26年度）

1,789 1,542

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

2.60 1.50 2.60 1.50

（ 1.45 ） （ 0.70 ） （ 1.45 ） （ 0.70 ）

大津市（ガス事業） 大津市（一般行政職）

自己都合 応募認定 定　年 自己都合 応募認定 定　年

勤続２０年 20.445 25.55625 25.55625 勤続２０年 20.445 25.55625 25.55625

勤続２５年 29.145 34.5825 34.5825 勤続２５年 29.145 34.5825 34.5825

勤続３５年 41.325 49.59 49.59 勤続３５年 41.325 49.59 49.59

最高限度額 49.59 49.59 49.59 最高限度額 49.59 49.59 49.59

その他の加算措置 その他の加算措置

5,170 千円 5,170 千円 4,284 3,832 千円 24,483 千円 22,456

ウ　　地域手当

支給実績（平成26年度決算） 45,066

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 441,824

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

大津市内 10.0 101 10.0
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エ　特殊勤務手当（平成２７年４月１日現在）

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）１  時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

支給実績（平成26年度決算） 925千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 20,556円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成26年度） 44.1%

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成26年度決算）
左記職員に対する支給単価

緊急自動車運転手当 当該業務に従事した職員 緊急出動を命ぜられ、緊急自動車を運転する業務 0千円 回数　100円

特定業務手当 当該業務に従事した職員 水道、ガスの活管において、特定の作業を行う業務 234千円
日額　350円
(深夜）525円

毒物及び劇物取扱手当 当該業務に従事した職員

毒物及び劇物取締法(昭和25年法律第303号)第2条第1項
及び第2項に規定する毒物及び劇物を使用して試験研究
若しくは検査の業務又は同条第3項に規定する特定毒物を
取り扱う作業

0千円 日額　260円

終末処理作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）終末処理施設内で行う設備等の点検及び修繕作業

0千円

（1）日額　300円

（2）下水の終末処理作業又は下水道の管渠の清掃作業
（2）日額　500円（5時間以上）
　　日額　300円
　　　（3時間以上5時間未満）

特殊現場作業手当 当該業務に従事した職員

（1）地上10メートル以上の足場の不安定な箇所で行う業務

85千円

（1）日額　220円

（2）交通を遮断することなく行う、水道、ガスの作業、調査
業務

（2）日額　300円
　　(深夜）450円

（3）水質調査業務のため、湖上で行う水質検査業務 （3）日額　220円

緊急時応急作業手当 当該業務に従事した職員
水道施設の異常時において、水道給水に重大な支障が発
生した場合若しくは発生する恐れのある場合に行う応急作
業業務

0千円
日額　350円
(深夜）525円

災害応急作業等手当 当該業務に従事した職員

（1）異常な自然現象により重大な災害が発生し、又は発生
するおそれがある現場において行う巡回監視業務

0千円

（1）日額　480円

（2）異常な自然現象により重大な災害が発生した箇所又は
発生するおそれの著しい箇所で行う応急作業又は応急作
業のための災害状況の調査業務

（2）日額　730円

（3）異常な自然現象若しくは大規模な事故により重大な災
害が発生した箇所又はその周辺において行う遭難救助業
務

（3）日額　730円
※日没時から日出時までの間に従
事した場合、上記の各単価に100
分の50を加算

緊急時呼出手当 当該業務に従事した職員
特定業務遂行のために、正規の勤務時間以外で、深夜、
休日、週休日等に待機表に基づき待機して呼出されて
行った業務

0千円
日額　300円
(深夜）500円

用地取得交渉手当 当該業務に従事した職員 用地取得交渉業務 0千円 日額　200円

夜間特殊業務等手当 当該業務に従事した職員

（1）正規の勤務のため、勤務時間の一部又は全部が深夜
において行われる業務

606千円

（1）回数　400円

（2）正規の勤務時間が年末年始の日において行われる業
務（勤務時間が7時間以上のときに限る）

（2）回数　5,000円

支給実績（平成26年度決算） 40,610

職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 606

支給実績（平成25年度決算） 47,330

職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 740

（注）２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、

　　　  　制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。
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カ　その他の手当（平成２７年４月１日現在）  

異なる内容 （平成26年度決算）
手　当　名 内容及び支給単価

17,089千円 237,347円

一般行政職 一般行政職
支給実績

（平成26年度決算）

支給職員１人当たり
の制度との の制度と 平均支給年額
異　　　同

同じ

扶養手当

・配偶者  13,000円
・配偶者以外の扶養親族1人につき　6,500円
・配偶者のない職員の扶養親族の内１人目　11,000円
・１６歳から２２歳までの子についての加算　5,000円

同じ

5,471千円 321,824円

通勤手当

・交通機関利用者
　6ヶ月定期券の価額を支給

・交通用具利用者
【自動車】3,900円から32,800円まで距離に応じ16段階
　に手当額を設定

 【バイク等】2,500円から16,600円まで距離に応じ7段階
　に手当額を設定

同じ 11,629千円 130,663円

住居手当 ・借家(最高限度額)　　30,000円

管理職手当

下記の基準により定額を支給
・職務の級、9級に属する部長　118，400円
・職務の級、8級に属する次長　  96，900円
・職務の級、7級に属する課長　  79，500円
・職務の級、6級に属する課長補佐　  61，900円

同じ 28,531千円 731,564円

宿日直手当 一般の宿日直  7,900円 同じ 0千円 0円

夜間勤務手当 正規の勤務時間に深夜に勤務する場合（時間単価×25/100） 同じ 5,155千円 303,235円

管理職員
特別勤務手当

管理職員の臨時・緊急の必要等による週休日等の勤務又は週休
日等以外の日の深夜の勤務１回につき、下記の区分により支給
（行政職給料表適用者の場合）
週休日等
・部長相当職　10,000円　　　　・次長相当職　  8,500円
・課長相当職　  7,000円　　　　・課長補佐相当職　  6,000円
週休日等以外の日の深夜
・部長相当職　　5,000円　　　　・次長相当職　  4,300円
・課長相当職　  3,500円　　　　・課長補佐相当職　  3,000円

同じ 0千円 0円
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